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お寄せいただきました義援金へのお礼

謹啓 初夏の候、皆様には、ますますご清祥のことと存じます。 日頃から温かいご支援ご鞭撻

をいただき、厚くお礼を申し上げます。

さて、元 日に発生しました"能登半島地震"は数千年に一度とされる凄まじい地殻変動を起こ

し、私たちの想像を絶する大災害となりました。

会員の人的被害はありませんでしたが七尾市以北では家屋の損壊も多く、避難生活を余儀なく

されている会員もたくさんおられます。

その一方では、仮設住宅が建設され、小。中学校や鉄道の再開なども進められ、いよいよ復

旧・復興に向けての動きが加速されていくものと思われます。

こうした中、発生直後から、国の内外を問わず多くの剣友の皆様方から、ご心配や励ましの

お言葉をいただきました。

加えて、皆様方から、心温まるたくさんの見舞金・義援金を頂戴いたしました。大変心強く、誠

にありがたく、深く感謝に堪えません。

いただきました貴重な見舞金・義援金につきましては、剣道の復興、被災会員支援のために

有効に使わせていただく所存であります。

6月 に「義援金配分委員会」を設置し(県連関係10名 、外部委員2名 計12名 )、 配分・使途の

原案を作成し、9月 の県連理事会で議決、臨時評議員会で承認の予定で進めてまいります。

その上で剣道界発展のため、連盟上げて取り組んで参りますので、引き続き、ご指導ご鞭撻を

賜りますようお願い申し上げます。

末筆になりますが、皆様方のご健勝ご活躍をお祈り申し上げ、略儀ながら書中をもちまして、

心より厚く御礼申し上げます。

言菫白


